
特許情報検索サービス「J-PlatPat」の活用

www.j-platpat. inpit .go. jp

J-PlatPatは特許庁、独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供しています。
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取引先の「強み」と「競争力」を
本業提案・融資提案に結びつける!

ジェイ・プラット・パット

潜在的な課題の見つけ方
＆

成長に向けた提案の仕方

知財金融促進事業



コミュニケーションのきっかけに
J-PlatPatを使ってみよう！
J-PlatPatは誰でも無料で使える特許・実用新案、意匠、商標のデータベースで、
取引先企業がこうした知財の出願をしているかどうかを確認できるだけでなく、
様々なコミュニケーションの糸口になる情報を見ることが出来ます。
上手く活用して、取引先企業の事業性評価の深掘りをしてみましょう。

特許庁・知財金融促進事業では、金融機関の知財活用型事業性評価の推進を支援しています。
これまでに、多くの金融機関が利用し、取引先に知財を切り口とした本業の提案、
そして、融資提案を実施。その効果を実感して頂いています。

課題や
ニーズの
深掘り

知財を切り口に積極的提案を !!

ソリューション
提案が可能に

Ａ社は出願して
いるのかな？

Ｊ-PlatPat

実用
新案 意匠特許 商標

技術 技術 デザイン ブランド

金融機関としての
ソリューション提案

知財を切り口とした本業支援提案活動

事前情報
収集

経営者との
コミュニケーション
（ヒアリング）

企業の将来性や
経営ニーズの理解

金融機関の取引先への営業・提案活動（イメージ）

J-PlatPatも
活用

専門家や支援機関と
連携



専門家や支援機関による
バックアップを活用しよう！
地域金融機関の職員には、取引先の業務推進や拡大方法、知財の効果的利用方法などに関して、
専門的な知識は必ずしも必要ありません。知財総合支援窓口（裏表紙をご覧ください）を活用すれば、
各種の専門家や支援機関を取引先に紹介したり、支援のアレンジを行うことができます。

取引先の課題と本業支援提案のパターン

経営者

経営者

今の製品・サービスでは売上が伸び悩んで
おり、新規開発・改良が必要……

良い製品・サービスだと思うが、
購入してくれる顧客につながらない……

A.協業マッチング

より魅力的な製品・サービスの開発（改善や新製品・新サービス
開発）、製造等につながる、パートナー企業（協業先）の紹介

B.販路マッチング

より多くの顧客獲得につながる（取引先の製品・サービスの魅
力と顧客層がマッチした）販路の紹介

地域金融機関職員は必要に応じて取引先企業側の視点から、
必要な情報提供や問題提起を専門家に対して行うことが理想

専門的アドバイス 専門家の紹介と
支援のアレンジ

地域金融機関職員は「専門家」の
アドバイスが必要と思われる
課題を抽出・整理するのが主な仕事

金融機関職員
経営上の悩み

専門家

製品の性能やサービスはよいと思うし、
販路も悪くないと思うけど、
どうも顧客に良さが伝わらない……

D.デザイン支援

デザインの観点からの製品・サービス開発（パッケージ等も含む）
の支援

製品・サービスの良さを顧客に伝える上の
ブランドが明確でない……

E・F.ブランディング支援

取引先が複数の製品・サービスを有する場合、会社全体として
ブランド構築を支援

優れた技術やノウハウはあるのだが、
将来の担い手が不在……

C.技術・ノウハウ承継支援

取引先における現状の強みの維持・強化につながる、技術やノ
ウハウ承継の支援



A.協業マッチング 自動車部品製造業の例

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案

現行の主力製品であるプラスチック製
の自動車部品は、競合企業との価格競
争下。

耐久性が高く、軽量のカーボン製自動
車部品の開発に取り組み、特許を出願。
ただし、製品化にあたり、同社内には
カーボンの製造ノウハウがなかった。

地域金融機関の営業担当者は、カーボ
ン製造ノウハウを有する他社をマッチ
ング。

ノウハウ ノウハウ特許

取引先の現状

B.販路マッチング 容器製造業の例

同社の食品容器は加工した野菜、果物
用であり、「鮮度保持」の機能が高い。
（特許取得済） 鮮度保持の機能自体は他社製品より高

いものの、その良さが現在の納品先に
マッチしていなかった。

信用金庫の営業担当者は、価格より鮮
度を重視する小売業をマッチング。

鮮度重視
特許

とにかく
価格重視

小売業

J-PlatPatをきっかけにカーボン製品に
関する出願があることに気づく

他社

but

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案取引先の現状

J-PlatPatで特許取得技術が
あることを発見

高い鮮度
保持機能

C.技術・ノウハウ承継支援 工具製造業E社の例

同社の電動ドリルは、ドリル刃の着脱
性、回転力に関する独自の特許技術を
有しており、業績は堅調。

発明者が経営者のみであり、親族に承
継しても中長期的に技術を維持は容易
ではない。

技術（特許技術・ノウハウ）の側面か
ら他社との提携可能性を提案。すぐに
成約にはならないが、技術の側面にも
理解があることで、他の金融機関より
も信頼を得られる関係に。

他の製造業

特許

電動ドリル

現経営者 後継者（親族）

技術力

技術

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案取引先の現状

J-PlatPatで発明者が現経営者だけと分かり、他に開発に従事
している役職員が居ない可能性があると考え、開発体制を質問



E.ブランディング支援 店舗サービス業の例

同社は地元で居酒屋を経営。
現在の店舗は「お手頃価格」が売り。

複数の業態を出店する上で、今一度同
社のこだわりや強みは何かを明確化す
ることが重要。

商標の観点から新店のネーミングのヒ
ントを得られる可能性あり。

F.ブランディング支援 農園業の例

同社は地元でトマト農園を経営。
トマトは甘みがあり、実際に食べると良
さが伝わるもの。

純粋な生産者から観光農園の運営を行う
という、いわば多角化をする上で、観光
客向けにどのように農園の良さを発信す
るか、十分に練られていない。

トマト農園

知財総合
支援窓口

居酒屋（低価格帯）

ネーミング 商標検索の方法の支援（他社ネーミン
グの参考）

知財総合
支援窓口

こだわりは何か？

どのような体験が
できるか？

どのように情報
発信するか？

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案取引先の現状

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案取引先の現状

知財総合支援窓口を利用して、ブラン
ド専門家の派遣。

知財総合支援窓口を利用して、ブラン
ド専門家の派遣。

J-PlatPatで同業他社の商標を経営
者に見せたところ、自社も伝え方を工
夫すべきであると認識した

こだわり・
強み

D.デザイン支援 食品製造業の例

地元の魚介を使った缶詰を製造。
鮮度や食感はよいが、売上にはなかな
かつながっていない。

パッケージデザイン（缶の装飾）の変
更が解決策の１つと考えられ、経営者
も関心があったが、デザインの知識・経
験がなかった。

魚

貝

？ 知財総合
支援窓口

経営者ヒアリング・経営課題の特定 本業支援提案取引先の現状

知財総合支援窓口を利用して、デザイ
ン専門家の派遣。



J-PlatPatの検索方法

① 取引先企業名を入力し、「検索」ボタンをクリック。

出願日

特許編

まずは、手持ちのスマホ等にショートカットを作成しましょう。

※入力後エンターキーでは検索できません。
（社名変更や入力ミス以外で）ヒット件数が「0」の場合は、出願せずノウハウ
を秘密情報として管理している可能性があります。

ここで、「いつ」「どのような特許」を出願しているかを理
解します。

② キーワードに該当する件数（ヒット件数）が表示される。
③ 取引先の出願している特許一覧が表示される。
④ 一覧リストをエクセルデータで抽出できる。
※「CSV 出力」をクリックしてユーザー登録が必要

⑤ 「文献番号」をクリック。

⑥ 特許の文献（公開特許公報）が表示されたら、「詳細な説
　 明」をクリック。。

⑦ 「出願日」……権利の残存期間（他社の同一技術・商標で
　 の出願・商品提供を抑止できる期間）
※特許権の残存期間は出願日から原則20年です。
　なお、商標の場合は10年間（更新可能）です。

⑧ 「発明者」……取引先企業の開発体制
（発明者が複数社員の場合）社内開発体制が潤沢な可能性があり
ます。

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦

⑧



J-PlatPatの検索方法

ネーミングを入力した例

①

商標編

..........................................................

..........................................................

ここで、お客さま以外の企業からも同様の名称で登録している商標が検索さ
れます。

消費財の例
..........................................................

..........................................................

① 取引先企業名を入力し、「検索」ボタンをクリック。
※入力後エンターキーでは検索できません。
（社名変更や入力ミス以外で）ヒット件数が「0」の場合は、出願せずノウハウ
を秘密情報として管理している可能性があります。

② 「商標」ボタンをクリック。
③ 取引先の出願している商標一覧が表示される。
④ 一覧リストをエクセルデータで抽出できる。
※「CSV出力」をクリックしてユーザー登録が必要

⑤ 「出願番号／登録番号／国際登録番号」をクリック。

⑦ お客さまの商品名／店舗名を入力して「検索」ボタンを
　 クリック。

一覧が表示され、お客さま以外の企業からも同様の名称
で登録されている商標が検索されます。

⑥ 詳細が表示されるので区分を確認
商標は商品の区分ごとに登録する必要があり、同じ名称・ロゴを
複数商品に使用する際、区分も複数で登録する必要が生じる場合
ある。

②

③

④

⑤

⑥

⑦



知財総合支援窓口
相談無料 秘密厳守

知財総合支援窓口の
専門家によるアドバイス
（取引先企業を訪問してのアドバイスも可能）

金融機関職員 知財総合支援窓口に
相談

※知財総合支援窓口ポータルサイト
https://chizai-portal.inpit.go.jp/

知財総合支援窓口と地元金融機関との連携が進んでいます！
知財総合
支援窓口 地元金融機関

連携

ニーズを聞く

提案・サポート

無料で相談機会を提供

取引先企業

都市部への出店
商標の出願 .etc

同行
しましょうか？

ありがとう!
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